
2023 年度東京都アーチェリー協会定例総会 議事録 

 

日  時  2023 年 5 月 24 日 

場  所  渋谷区スポーツセンター小体育館 

注  記  議長： 江東区ア協 木村修司 様、 書記：飯泉（代 松村） 

 

１． 開会 

司会者： 副理事長 小野寺 

評議員出席状況（19:00 現在）出席 26 人、委任状 4 通で合計 30 人 

出席評議員の総数 31 人の過半数に達しており、総会は成立 

 

２． 会長あいさつ 

会長 松本洋平 

 

３． 議長選出 

司会者推薦で、江東区ア協 木村修司 様にお願いし、評議員に承認される。  

本総会の議事録作成の為、記録係として総務 飯泉さんを指名 

 

＜議事＞ 

４． 議案第１号 2022 年度東京都アーチェリー協会事業報告 

・議案説明： 理事長 松村 

・質   疑： ご意見なし 

・採   決： 挙手多数により可決 

 

５． 議案第２号 2022 年度東京都アーチェリー協会収支決算の認定について 

同会計監査報告（会計監査 4/30 新宿にて） 

・議案説明： ①一般会計について 会計 成田 

         ②特別会計について 強化部会 川上 

         ③会計監査報告    監事 岡安 

・質   疑： ご意見なし 

・採   決： 挙手多数により可決 

 

６． 議案第３号 2023 年度東京都アーチェリー協会事業計画(案) 

・議案説明： 理事長 松村 

・質   疑： ①台東区 湯浅様 

     ・所在地をバーチャルオフィスに移転するにあたり、費用とプランの質問 

             【回答】理事長 松村 

渋谷区道玄坂に所在地を置く 

               郵便物が週 1 で事務局長宅に転送 費用 2,750 円/月 

                 転送回数を減らすと、費用は下がる 

                 急ぎの場合、道玄坂に郵便物の引き取りに行ける 

・採   決： 挙手多数により可決。 

 

 



７． 議案第４号 2023 年度東京都アーチェリー協会予算(案) 

・議案説明： ①一般会計について 会計 成田 

②特別会計について 強化部会 川上 

 

・質   疑： ①目黒区 大坪様 

・新規タイマーを購入した後、今使用しているタイマーはどの様に処分するのか？ 

       【回答】会計 成田 

処分方法は具体的に決めてはいない 

 

②西東京市 西畠様 

・前年度決算の「前期繰越額」が 2022 年度決算書の数字と異なるが？ 

【回答】会計 成田 

錯誤につき、予算書の訂正を致します。（訂正版を配信済み 5/27） 

 

・特別会計の予算額、収入の部と支出の部の合計が異なるが？ 

【回答】強化 川上 

錯誤につき、予算書の訂正を致します。（訂正版を配信済み 5/27） 

 

    ③千代田区 野崎様 

・「記録会等参加費」の支出とは何か？ 

     【回答】会計 成田、理事長 松村 

      「記録会等参加費」の支出は、全ア連への大会参加費の支払いであり、 

収入に参加者から一時的に預かった参加費を同額計上してある。 

「記録会等参加費」の予算収入（700 万円）から予算支出（160 万円）を 

差し引いた 540 万円が、都ア協で開催する大会で見込まれる収入となる 

 

④墨田区 石原様 

      ・「ジュニア強化費」は毎年 200 万円位だが、何人を強化指定として選ぶのか？  

     【回答】強化 齊藤 

高校生の合宿、小中学生の教育合宿等で特定の選手に充てているわけ 

ではないが、総人数として 30 名～40 名に使っている。 

 

・ジュニア強化は途中で止めてしまう人もいるのか？また、何年か続けるのか？  

     【回答】強化 齊藤 

      特定の選手という事ではないので、止めてしまうという事はないです。 

 

・やりたいが、才能がない子はどうするのか？ 切ってしまうのか？ 

     【回答】強化 齊藤 

      参加者を募集して行う事業なので、切ってしまうとおいう事はありません。 

 

・止めていく人はいるのか？  

     【回答】強化 齊藤 

      受験等で止めていく人はいらしゃいます。 

 



・墨田区に、面倒を見てくれという事で、去年も、一昨年も各一人派遣されている。 

せっかく教えているのに、その子達がどうなったかについて協会（墨田区）に報告 

が無いのだが？  

     【回答】強化 齊藤 

      報告が漏れておりました。今後報告する様に致します。 

 

⑤港区 大川様 

・今期収入 2100 万円に対し、支出 2400 万円という赤字予算は、繰越額が多す 

ぎるので減らすという意味なのか？それとも経費が上がってこの様になっている 

のか？ また、来年度以降は収支はトントンになるのか？ 

     【回答】会計 成田 

      備品費として計上しているタイマー代が赤字予算の理由である。 

本来であれば減価償却資産となるが、使用している決算書の性格上、 

備品費として計上せざるを得ない。 

また、繰越金を減らすという意味ではなく、必要なのもなので繰越金で 

購入しようと考えている。 

 

来年度以降は理想として収支がトントンになるのを目指している。 

 

       ・この様に支出が多くなると、会費の値上げ、大会参加費の値上げの方向になる 

のではないかと思うが、どの様にお考えか？ 

     【回答】理事長 松村 

                 昨年度の大会参加者数はコロナの影響が残り伸び悩んだ。 

今年度になり、小金井、光が丘の両会場ともに、定員の 1.5 倍の参加応募が 

ある状態になっております。同様に、夢の島でも 3 月末の大会で 

197 名のエントリーが有り、大会参加者は急激に回復する状態にあります。 

  

夢の島は最大で 240 名迄は収容できる施設ですので、人数が上がってく 

れば今までの参加費でもやっていけると考えています。実際に今年一年、 

どの様に回っていくかが試金石と考えております。 

 

常務理事会でも話は出ているが、賃借料、資材費の全ては値上がりしており

まます。皆さまご存知の通り、弓具・的紙についても 10%～20%は値上がりして

おります。 

世の中の流れから申しますと、困ってから値上げするというよりは、先に値上

げをするべきとの考え方もございます。しかし、皆様からお預かりしている会費

でございますので、ギリギリで回せるのであれば、参加費の値上げはしたくな

いとは考えております。 

 

一方で今回のタイマー代の様に大きな拠出をする時があるので、予算建ては

必ずプラスになる様に考えて行かなければいかないと思っています。 

今年一年回してみてどうだったか、その結果をもって皆さまに相談しながら、

参加費を上げるのか、上げないのかを考えて行きたいと思います。 

 



⑥西東京市 西畠様 

     ・各会場の利用料はどこが高くて、どこが安いのでしょうか？ 

【回答】理事長 松村 

利用料が一番安いのは夢の島になります。減免されるので、タイマー、畳等の 

費用込みで、1 日 2 万円ちょっとです。ただし、会場が広い為、一部前日の 

準備が必要な為、2 日間借りる場合があり、1 日 4 万円とお考え下さい。 

次に安いのが、小金井、光が丘公園の 1 日 43,200 円になります。 

但し会場毎で収容に人数の違い（夢の島 240 名、小金井 100 名弱、光が丘

80 名弱）がある事を考えると、夢の島が 1 人当たりの会場費が以下に安いかと

いうのげお解りになると思います。 

一方、駒沢公園に関しては、会場費は 34,000 円であるが、倉庫代で年間 16

万円、畳の購入代、廃棄代が都ア協負担の為、を勘案すると１試合あたり 10

万円位になっていると推測している。 

 

・採   決： 挙手多数により可決 

 

８． 議案第５号 2023・2024 年度東京都アーチェリー協会役員の選任について 

・議案説明： 理事長 松村(役員選考委員長として)) 

    ・質   疑： 人事案件のため質疑省略 

    ・採   決： 挙手多数により可決 

 

９． 副会長謝辞 

副会長 保坂真宏 

 

＜報告案件＞ 

１０．報告第１号 公認競技会への役員配置、及び夢の島射場の運営に関して(答申) 

  ・議案説明： 副理事長 小野寺 

    ・質   疑： ご意見なし 

    ・採   決： 挙手多数により可決 

 

１１．議長解職のあいさつ 

 江東区ア協 木村修司 様 

 

１２．閉会のあいさつ 

 副会長 近藤 均 

 

以上 



2023 年度東京都アーチェリー協会定例総会次第

１．開会

２．会長あいさつ

３．議長選出

《議事》

４．議案第１号 2022 年度東京都アーチェリー協会事業報告

５．議案第２号 2022 年度東京都アーチェリー協会収支決算の認定について

同会計監査報告

６．議案第３号 2023 年度東京都アーチェリー協会事業計画(案)

７．議案第４号 2023 年度東京都アーチェリー協会予算(案)

８．議案第５号 2023 ・ 2024 年度東京都アーチェリー協会役員の選任について

《報告案件》

９．報告第１号 公認競技会への役員配置、及び夢の島射場の運営に関して(答申)

10．副会長謝辞

11．閉会

以上



2023 年度

東京都アーチェリー協会定例総会資料集

東京都アーチェリー協会
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議案第 1号 2022 年度東京都アーチェリー協会事業報告

 過去の事故例等を教訓として、競技会のみならず、各区市協会(連盟)・所属高校

の練習会場での事故撲滅を図るよう、周知徹底した。 総

 引き続き、専門委員の積極的な人選と選任(各部会が主体で人選)を図り、協会運

営に参画できる人材を育成した。 総

 都ア協ホームページをより良いものとするよう各部会と協力して進めた。総・競

 引き続き、各部会と協力して新型コロナウィルス感染拡大防止に取り組んだ。 総

 公認競技会への役員配置、及び夢の島公園射場での競技会運営の確立のため、審

議会(理事長の諮問機関)を設置し、諮問事項を諮った。 総・審・競

 文部科学大臣表彰(生涯スポーツ功労団体)の受賞に伴う記念事業を実施した。総

 ２年に一度の競技規則改正による伝達講習会を実施した。 審

 関東ブロック大会、関東地区ターゲット選手権大会を主管した。 審・競

 渋谷クラシックの運営に協力した。 審・競

 光が丘公園および花のやまでのイアンセオの供用を開始(全ての競技会場での記

録集計の電子化)した。 審

 小中学生大会、ジュニア指導者講習会を実施した。 普

 都のトップアスリート発掘・育成事業を受託、アスリートとしてトップを目指す

中学生の発掘、選手強化の底上げを図った。 普・強

 射場規模・立地等に準じた競技会種別の特化を試行した。 競

 感染症拡大防止策として、体調申告、アウトドア２立ち制・インドア的数削減に

よる人数制限、左右立ちへの配慮、黙射、端末操作者の固定化等を実施した。 競

 夢の島公園射場での強化練習の積極的な活用を実施した。 強

 栃木国体への全種別出場は逃すも、成年男子３位、成年女子６位、男女総合成績

３位となりベスト８以上の成績はクリアした。 強

 東京都体育協会より国体選手優秀選手賞を受賞した。 強

 小中学生を対象とし、栄養やメンタル等のアスリートとしての知識向上を目的と

した強化教育合宿を実施した。 強

総 括
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・部会別報告

部会 活動報告

総務部会

（別紙１）

 定例総会の開催

 理事会、常務理事会の開催

 各種関係会議等への出席

 全ア連登録事務、スターバッジ申請の受付

 全ア連、都体協、東京都関係書類の配信

 役員、理事、専門委員への傷害・賠償保険への加入と関係手続

 大会参加者への傷害保険の加入と関係手続

 都ア協ＨＰの運用と活用

 夢の島射場の活用調整

 競技会での新型コロナウィルス感染拡大防止策の継続

 生涯スポーツ優良団体受賞記念事業の実施

 競技会役員、夢の島射場のあり方審議会の立ち上げ

審判部会

(別紙２)

 ２年に一度の競技規則改正による伝達講習会の実施

 審判講習会(新規２・３級、フォローアップ講習ほか)

 得点集計システム講習会

 派遣事業(全国講習、関東学連、関東ア連ほか)

 直轄大会での審判業務

 得点集計システム i@nseo の運用

 競技会役員、夢の島射場のあり方審議会への積極的関与

普及・育成部会

（別紙３）

 普及活動として、小中学生大会、ジュニア指導者講習会を実施

 強化部会と共管し、トップアスリート発掘・育成事業の受託

競技部会

（別紙４～５）

 小金井、光が丘、駒沢、夢の島、各射場の利用回数の調整

 新型コロナウィルス感染対策を講じた円滑な大会運営

 夢の島公園に於ける都民大会の実施

 射場規模・立地等に準じた競技会種別の特化の試行

・マスター、TST 併用大会の夢の島公園、50×30m 大会の光が丘公園での固定化

・コロナ禍による屋外でのインドアラウンドの試行

 都室内選手権大会開催地の固定化

 競技会役員、夢の島射場のあり方審議会への積極的関与

強化部会

（別紙６～７）

 国体候補選手強化事業 ７回実施(うち合宿１回、遠征試合１回）

 ジュニア特別強化事業 ８回実施(うち合宿３回、遠征試合２回）

 指導者育成スポーツ専門人材活用事業 遠征１回実施

 オリンピック等日本代表候補選手強化事業 遠征１回実施

 帯同トレーナーによる選手へのパフォーマンス向上と指導法の習得

 栃木国体への全種別出場と入賞を目標とし強化した。

 普及育成部会と共管し、トップアスリート発掘・育成事業の受託

 東京都代表のユニフォームを競技に合わせた素材に一新した。
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【別紙１】

◎総務部会

１ 定例総会の開催

2022年５月25日(水)

・2021年度事業報告・決算

・2022年度役員の選出

・2022年度事業計画・予算

２ 理事会の開催

・理事会 5/11・6/8・10/5・23/1/11 計４回

・常務理事会 2022/4/6～2023/3/1 計８回

３ 関係団体会議への出席(主なもの)

・全ア連関係 6/12（社員総会） 開催なし（全国事務局長会議：隔年開催）

・関東ア連関係 2023/2/11（加盟団体定例役員総会）

・都体協関係 6/10（代表者会）

４ 全ア連・都ア協登録人数 2022年度 （高体連は除く）

都ア協のみ 全ア連まで 小 計 増減 参考2021年度

一 般 126 605 731 -8 739

指導者 0 59 59 4 55

キャデット 60 101 161 -16 177

合計 186 765 951 -20 971

５ スターバッジ申請状況 2022年度

銅 銀 金 赤 白 紫 小計

ＲＣ 1440ﾗｳﾝﾄﾞ

ＣＰ 1440ﾗｳﾝﾄﾞ

インドアＲＣ 6 7 4 17

インドアＢＢ 1 1

インドアＣＰ 1 3 1 5

フィールドＲＣ 2 4 6

フィールドＣＰ 1 3 4

フィールドＢＢ 1 1

ホワイト ブラック ブルー レッド ゴールド パープル 小計

ＲＣ 70ｍﾗｳﾝﾄﾞ 8 14 7 29

ＢＢ 50ｍﾗｳﾝﾄﾞ 3 3 4 1 2 13

ＣＰ 50ｍﾗｳﾝﾄﾞ 1 1 3 2 7

グリーン(安全) 88
キャデット

赤 黄 申請総合計（参考2021年度）

再発行 0 0 0 171個（126個）
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６ 安全確保

(1) 都ア協全役員・理事・専門委員に対し、スポーツ安全協会保険の加入を継続実施した。

(2) 都ア協主催の公認競技会に参加の選手、審判員等に対し、傷害保険の加入を継続実施した。

７ 都ア協ホームページ

開設２年が経過し、より活用しやすいホームページへ改良を続けてきた。

８ 公認競技会のあり方審議会の設置

理事長の諮問機関として『審議会』を設置し、今後の公認競技会の運営方法と夢の島射場の方向

性に関して、研究協議を実施した。

《第１回》 ９月７日(水) 正副委員長の互選、諮問事項説明ほか

《第２回》 11月２日(水) 公認競技会について

《第３回》 12月７日(水) 公認競技会について

《第４回》 ２月１日(水) 公認競技会について

《第５回》 ３月１日(水) 答申文の調製 (メールによる書面開催)

９ 生涯スポーツ優良団体受賞記念事業の実施

東京都アーチェリー協会功労等表彰を行い、2023年1月11日に伝達式を開催した。
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【別紙２】

◎審判部会

１ 公認資格関係

(1) 昇級促進事業

公認競技会の永続開催に向け、手薄になっている１級審判員確保のため、各ブロック

の推薦候補者を審判部会の専門委員に任命し、都ア協主管競技会での審判員業務や講習

会等を通して、１級審判員認定試験に向けた講習を実施した。

２ 講習会

(1) 競技規則改正に伴う伝達講習会

６月 11 日 渋谷区スポーツセンター 区市の代表者 34 名および個人 30 名が受講

※ その後、各区市において義務講習の実施(傘下全区市の実施を確認)

(2) 新規２級・３級審判員講習会

３月 21 日 BumB 東京スポーツ文化館

一般会員・関東学連対象に開催、２級７名、３級 48 名が受講した。

(3) 審判員フォローアップ講習会

①７月３日《第１回》 駒沢第一球技場 ４名

②９月４日《第２回》 小金井公園 １名

③10 月 16 日《第３回》 夢の島公園 ５名

３ 派遣・視察事業

(1) 第 77 回いちご一会とちぎ国体

10 月７～10 日 栃木県那須烏山市 １名

(2) 関東地区フィールド選手権大会

11 月 27 日 群馬国際ＦＡ １名

(3) 全国指導者・審判ルール研修会の参加

11 月 12～13 日 全ア連主催 於：東京都新宿区 ５名

(4) 全ア連の要請に基づく審判員の派遣

①アジア競技大会最終選考会(４月８日～10 日 夢の島公園 ６名)

②2023 年ナショナルチーム選考会(11 月４日～６日 夢の島公園 ７名)

(5) 傘下団体競技会の運営協力

①シブヤクラシック(７月 30 日～31 日 夢の島公園 18 名）

(6) 関東学連の要請に基づく、１級審判員の派遣、及び講習会講師の派遣

①関東学連フィールド個人選手権(７月８～10 日 花のやま FA）

②インカレターゲット大会個選、本選(８月 19～20 日 夢の島公園)

③ドリームカップ(９月３日 夢の島公園）

④高柳杯大会(11 月 12 日 夢の島公園)

⑤ＭＡＲＣＨ戦(10 月９日 夢の島公園）

⑥早慶戦(11 月 23 日 夢の島公園）

⑦関東学連インドア個人選手権大会(12 月 14～15 日 駒沢屋内球技場）
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⑧全日本学生室内選手権大会(２月 15 日～17 日 駒沢屋内球技場）

⑨関東学連フィールド役員向け実地講習会(５月 29 日 花のやま）

４ 直轄競技会での審判業務

(1) 第 75 回都民大会(５月 29 日 夢の島公園）

(2) 関東地区ターゲット選手権大会(８月 11 日 夢の島公園）

(3) 第 77 回国民体育大会 関東ブロック大会(８月 27 日～28 日 夢の島公園)

(4) 2022 年度東京都ターゲット選手権大会(９月 11 日 夢の島公園）

５ I@nseo(イアンセオ)機材貸出し、及びオペレーターの派遣

(1) チャレンジターゲット大会(全ア連主催 ５月 21～22 日 夢の島公園)

(2) 全日本小学生中学生選手権大会(全ア連主催 ７月 16～17 日 夢の島公園）

(3) シブヤクラシック(７月 30 日～31 日 夢の島公園

(4) 江戸川インドアオープン(江戸川区ア協主催 11 月 26～27 日 江戸川区総合体育館）

(5) 青梅インドアオープン(青梅市ア協主催 １月 29 日 住友金属鉱山アリーナ青梅）

(6) 毛利杯(小金井ア協主催 ３月 12 日 小金井公園）
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【別紙３】

◎普及・育成部会

１ ジュニア育成事業(東京都、(公財)東京都体育協会助成事業)

東京都、(公財)東京都体育協会助成事業終了により、未実施となった。

２ 東京都トップアスリート発掘・育成事業(東京都、(公財)東京都体育協会の助成事業)

(1) 第 13 期生専門プログラム(アーチェリー競技選択者への指導)

①実施期間 ５月３日～12 月 18 日の間、計 24 回

②実施内容 合同練習会、合宿及び２試合の大会参加

③開 催 地 世田谷公園、光ヶ丘公園、小金井公園、江戸川区総合体育館、夢の島公

園、忍野村原の家

④参加者数 男子３名、女子２名の計５名

➄大会参加 2022 年度第２回東京都小学生・中学生オープン大会、2022 年度東京都室

内アーチェリー選手権大会の計２試合

(2) 第 14 期生体験プログラム(アーチェリーの適性を確認するための体験射会)

①実施日 １回目９月 19 日、２回目 10 月 10 日

②会 場 江戸川区総合体育館

③参加数 １回目(男子 15 名、女子 17 名) ２回目(男子 12 名、女子 14 名)

(3) フォロープログラム(帯同コーチの派遣)

未実施

３ 小中学生アーチェリー大会の開催

ジュニア層の普及育成活動の実施

①第１回 ５月５日 於：夢の島公園 参加者 56 名

②第２回 ７月 23 日 於：夢の島公園 参加者 52 名

③第３回 10 月２日 於：夢の島公園 参加者 43 名

４ 指導者講習会の開催

指導者の育成活動の実施

３月５日 於：夢の島 BumB 東京スポーツ文化館 参加者 22 名
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【別紙４】

◎競技部会

１ 新型コロナウィルス感染症拡大による影響

(1) 感染拡大防止対策(体調申告、黙射、行射時以外のマスク着用、２立制)を実施し

各会場において、予定案通り全試合の開催が可能となった。

(2) 室内選手権大会、インドアオープンともに、コロナ対策のため参加者数を制限し

ての開催とした。

２ 新たな競技会場の確保

(1) インドア会場の定着化

都室内選手権の開催地として、葛飾区総合スポーツセンター体育館の定着化を諮る

とともに、インドアオープンの定着化に向けて、夢の島 BuｍB 東京スポーツ文化館

との交渉を開始した。

(2）アウトドア会場の確保

夢の島公園アーチェリー場の通年利用を契機として、安全かつ安心な射場として活

用が可能になるよう、東京都へ改善を要望した。

３ 全ア連公認競技会(ブロック主管)の運営

(1) 夢の島公園の通年利用が可能になり、都合４会場に分散しての開催となった。夢

の島射場は当面ブロック開催は行わず、協会直轄運営において施行した。

(2) 各会場共、感染予防対策として２立で上限人数を制限して開催した。

４ 直轄競技会の運営等

(1) 大会運営(開催順)

①2022 年度東京都フィールドアーチェリー選手権大会（８月 21 日 花のやま）

②2022 年度東京都ターゲットアーチェリー選手権大会（９月 11 日 夢の島）

③2021 年度東京都室内アーチェリー選手権大会（12 月 17、18 日 葛飾区ＳＣ）

④東京インドアオープン 2023（２月 18、19 日 駒沢屋内球技場）

(2) 新たな取り組み

①夢の島公園射場の運営方法の確認を行った。

②都民大会を夢の島公園射場を使用し、男女同時開催が可能となった。初めての会場

での開催のため、進行に不慣れな点も発生したが、おおむね好評であった。

③フィールド大会は WEB サイトから個人申込みを施行した。



◎競技部会 【別紙５】
2022度　東京都アーチェリー協会主催大会　参加者数

アウトドア フィールド インドア 都民大会

試合数 参加者数 試合数 参加者数 試合数 参加者数 男子 女子

2018年度（H30） 23試合 1,836名 9試合 ※297名 2試合 1,028名 29ﾁｰﾑ 26ﾁｰﾑ

2019年度(R1) 26試合 1,881名 9試合 299名 1試合 511名 28ﾁｰﾑ 25ﾁｰﾑ

2020年度(R2) 13試合 657名 6試合 109名 3試合 603名 中止

2021年度(R3) 21試合 1,258名 9試合 260名 3試合 729名 中止

2022年度(R4) 30試合 2,282名 9試合 293名 3試合 971名 28ﾁｰﾑ 22ﾁｰﾑ

※関東大会含む

アウトドア １試合中止　(会場の確保不可により）
開催日 種目 大　　  会 　 　名 会場 参加人数

1 22/04/10 70mR,50mB,C 2022年度東京都春季小金井大会　 小金井 90

2 22/04/17 70mR,50mB,C 2023年度東京都春季駒沢大会　 駒沢 56

3 22/04/24 70mR,50m 2022年度東京都春季光が丘大会　 光が丘 67

4 22/05/01 70mR,50mB,C 2022年度東京都70ｍ・50ｍラウンド小金井大会 小金井 92

5 22/05/04 70m60ｍR,50mB,C 2022年度東京都第1回70m・60m・50mラウンド夢の島大会 夢の島 171

6 22/05/05 50m・30m・18ｍR 2022年度東京都小学生・中学生オープン大会 夢の島 55

7 22/05/08 70mR 2022年度東京都強化記録会 駒沢 58

8 22/05/22 50m・30mB,R 2022年度第１回東京都５０m・３０m大会 （CP不可） 光が丘 67

9 22/05/29 30m 第75回都民体育大会　 夢の島 150

10 22/06/05 900ラウンドR,C 2022年度東京都９００ラウンド大会　（フライト制） 小金井 62

11 22/06/12 50ｍラウンドB、C 2022年度東京都CP・BBダブル大会　（午前、午後 各1大会） 駒沢 32

12 22/06/12 70mR×2 2022年度国体東京都選考会 夢の島 44

13 22/06/19 70m60ｍR,50mB,C 2022年度東京都第2回70m・60m・50mラウンド夢の島大会 夢の島 140

14 22/06/26 70mR,50mB,C 2022年度東京都70m50ｍラウンド大会 光が丘 67

15 22/07/17 70mR,50mＢ,C 2022年度関東地区大会予選会 　 駒沢 61

16 22/07/23 50m・30m・18ｍR 東京都小学生・中学生オープンアーチェリー大会 夢の島 52

17 22/09/04 70mR,50mＢ,C 2022年度東京都年齢別大会　　 小金井 79

18 22/09/11 70mR,50mＢ,C 2022年度東京都ターゲットアーチェリー選手権大会 夢の島 48

19 22/09/19 70mR,50mB,C 2022年度東京都70ｍ・50ｍラウンド駒沢大会 駒沢 68

20 22/09/25 50m・30mB,R 2022年度第2回東京都５０m・３０m大会 （CP不可） 光が丘 51

21 22/10/02 50m・30m・18ｍR 2022年度東京都第２回小学生・中学生オープン大会　 夢の島 42

22 22/10/09 70mR,50mB,C 2022年度東京都秋季小金井大会　 小金井 89

23 22/10/16 70m,60ｍR,50mB,C 2022年度東京都秋季夢の島大会　 夢の島 121

24 22/10/23 900ラウンドR,Ｂ,C 2022年度東京都マスターズ大会 光が丘 46

25 22/11/06 70mR,50mB,C 2022年度会長杯大会 小金井 85

26 22/12/04 70mR,50mB,C 東京都強化夢の島冬季大会① 夢の島 45

27 22/12/11 70mR,50mB,C 東京都強化夢の島冬季大会② 夢の島 63

28 22/12/25 70mR,50mB,C 東京都強化夢の島冬季大会③ 夢の島 49

29 23/01/08 18m 2022年度夢の島18ｍラウンド大会 夢の島 65

30 23/03/19 70mR,50mB,C 2022年度スプリングカップ光が丘大会 光が丘 中止

31 23/03/26 70m,60ｍR,50mB,C 2022年度スプリングカップ夢の島大会 夢の島 167 2021年度

合計 2,282 【1,258】

フィールド

開催日 種目 大　　  会 　 　名 会場 参加人数

1 22/04/03 F 2022年度第１回東京都フィールド大会　 花のやま 46

2 22/05/03 F 2022年度第２回東京都フィールド大会　 花のやま 45

3 22/06/26 F 2022年度第３回東京都フィールド大会 花のやま 29

4 22/07/24 F 2022年度第４回東京都フィールド大会 花のやま 25

5 22/08/21 F 2022年度東京都フィールドアーチェリー選手権大会 花のやま 21

6 22/10/30 F 2022年度第５回東京都フィールド大会 花のやま 37

7 22/12/11 F 2022年度第６回東京都フィールド大会 花のやま 21

8 23/01/15 F 2022年度第７回東京都フィールド大会 花のやま 21

9 23/03/05 F 2022年度第８回東京都フィールド大会 花のやま 48 2021年度

合計 293 【260】

インドア

開催日 種目 大　　  会 　 　名 会場 参加人数

1 22/12/17,18 18m 2022年度東京都室内アーチェリー選手権大会 葛飾区ＳC 327
2 23/01/14 18m 2022年度東京都町田インドア大会 町田市総合体育館 272
3 23/02/18,19 18m 東京インドアオープン2023 駒沢屋内球技場 372 2021年度

合計 971 【729】
9



10

【別紙６】

◎強化部会

１ 国体強化関連事業

(1) 選考会の実施

関東ブロック大会会場の夢の島公園にて予選会を実施

(2) 国体候補選手の強化

①３年ぶりに、山梨県忍野八海にて３日間の合宿を実施

②島村一郎杯に少年男女が出場

③東京都の現状レベル確認と情報交流等を目的に関東合同練習会を実施

(3) 関東ブロック大会(夢の島公園)

成年男子１位、成年女子２位、少年女子２位にて通過。少年男子６位にて敗退。

(4) 国民体育大会(栃木県)

成年男子３位、成年女子６位、男女総合３位（少年女子９位）

東京都体育協会より国体優秀選手賞を受賞

２ ジュニア特別強化事業

(1) 強化練習会の実施

都合２回を夢の島公園にて練習会を実施

(2) 強化合宿の実施

次代の青年層強化を目的とし、高校生対象の強化合宿を実施する。

日程：11 月 25～27 日(２泊３日) 於：静岡県・つま恋リゾート射場

３月 17～19 日(２泊３日) 於：埼玉県・はらっパーク

３ 東京都強化教育合宿〈新規〉

技術力の向上だけでなく、栄養学やスポーツメンタル等の多彩な講師を招聘し、広範な知識の

取得、及び団体行動による規律と一体感等の醸成を目的とする。

日程：３月４～５日(１泊２日) 於：夢の島公園（BumB 東京スポーツ館）

参加者対象：2022 年度東京都第２回小学生・中学生オープン大会 各種別上位３名

第５回全日本ＧＡカップ 東京都選出選手

第 13 期生トップアスリート事業 受講者

上記選手及び指導者又は保護者

４ トップアスリート発掘育成事業(普及育成部会との共管)

第 13 期トップアスリート６名の専門プログラムを開始

内４名が高校進学後も競技継続予定

５ 個人成績の評価

都ア協の強化チームのメンバーから、第 77 回国民体育大会予選個人順位３位・６位。第 51

回全日本フィールドＲＣ女子優勝・ＲＣ男子準優勝、第 43 回全日本社会人フィールドＲＣ女子

準優勝の成果を上げる。
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【別紙７-１】
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【別紙７-２】
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【別紙７-３】
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【別紙７-４】
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【別紙７－５】
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【別紙７-６】



議案第２号　2022年度東京都アーチェリー協会収支決算の認定について

上記の議案について、別添決算書により報告し、認定を求めます。

2023年5月24日

東京都アーチェリー協会会長  松本　洋平

東京都アーチェリー協会会長　松本　洋平　　様

◎東京都アーチェリー協会収支決算に関する監査報告

    この度、2022年度会計決算書の監査をしたところ、会計帳簿の記載並びに、証拠
書類等の記載事項に誤りがなく、上記決算書類は2023年３月31日をもって終了する
会計年度の事業収支を適正に表示しているものと認める。

2023年4月30日

東京都アーチェリー協会

監事 　岡安　俊典

監事 　福嶋　球琳男

19



2022年度決算書（一般会計）
自2022年4月1日　　至2023年3月31日

東京都アーチェリー協会
(単位　円)

収入の部
項目

支出の部
対　比 決算 予算 予算 決算 対　比

450,000 450,000 分担金 150,000 150,000
650,700 5,550,700 4,900,000 登録料 3,200,000 3,904,400 704,400

賛助会費 130,000 130,000
寄付金

△10,000 10,000 補助金 300,000 250,000 △50,000
640,700 6,000,700 5,360,000 計 3,780,000 4,434,400 654,400

事業費
△111,500 6,588,500 6,700,000 記録会等参加費 800,000 1,522,000 722,000

的代 380,000 536,176 156,176
会場費 950,000 1,597,631 647,631

畳代 200,000 △200,000
役員手当 1,700,000 2,295,200 595,200

5,000 5,000 賞品代 80,000 195,904 115,904
6,660 6,660 保険料 300,000 266,760 △33,240

備品費 550,000 461,403 △88,597
638,538 638,538 その他雑費 500,000 1,155,787 655,787
16,500 51,500 35,000 公認料（IWS含む） 150,000 287,688 137,688

△75,000 225,000 300,000 都民大会 350,000 580,398 230,398
480,198 7,515,198 7,035,000 記録会等計 5,960,000 8,898,947 2,938,947

△303,000 897,000 1,200,000 都室内選手権 900,000 863,860 △36,140
△110,000 740,000 850,000 町田インドア 500,000 448,186 △51,814
△438,600 1,061,400 1,500,000 東京インドアオープン 800,000 904,258 104,258
△851,600 2,698,400 3,550,000 インドア計 2,200,000 2,216,304 16,304
△338,000 1,162,000 1,500,000 フィールド 950,000 981,900 31,900
△20,000 80,000 100,000 関東フィールド 100,000 80,000 △20,000

△358,000 1,242,000 1,600,000 フィールド計 1,050,000 1,061,900 11,900
1,895,476 2,395,476 500,000 関東ターゲット大会・関東ブロック大会 200,000 2,083,043 1,883,043
889,764 2,619,284 1,729,520 トップアスリート発掘育成 1,729,520 2,623,084 893,564

視察費用 100,000 △100,000
△40,000 40,000 研修会参加費 70,000 △70,000

△152,000 48,000 200,000 祝勝会 600,000 268,714 △331,286
1,863,838 16,518,358 14,654,520 事業費計 11,909,520 17,151,992 5,242,472

一般運営費
旅費交通費 500,000 331,092 △168,908

消耗品費 110,000 130,185 20,185
通信費 70,000 65,290 △4,710
印刷費 20,000 70,945 50,945
交際費 30,000 41,305 11,305
慶弔費 30,000 4,125 △25,875
会議費 180,000 81,786 △98,214
ＨＰ費用 200,000 114,400 △85,600

8,000 8,000 雑費 50,000 85,560 35,560
181,500 231,500 50,000 雑収入・雑支出 50,000 345,860 295,860

87 87 利息
116,800 316,800 200,000 公認審判員申請等 200,000 366,300 166,300

事務費 10,000 11,160 1,160
予備費 50,000 △50,000

650 5,650 5,000 バッジ申請手数料
307,037 562,037 255,000 一般運営費計 1,500,000 1,648,008 148,008
83,408 83,408 特別会計へ繰入 1,700,000 1,700,000

2,894,983 23,164,503 20,269,520 当期合計 18,889,520 24,934,400 6,044,880
△1,769,897 当期繰越金 1,380,000

8,819,458 8,819,458 前期繰越額
次期繰越額 10,199,458 7,049,561 △3,149,897

2,894,983 31,983,961 29,088,978 合計 29,088,978 31,983,961 2,894,983

特別会計(国体強化)
収入の部

項目
支出の部

対比 決算 予算 予算 決算 対比
△9,050 258,450 267,500 予選会 190,000 166,350 △23,650

△118,303 1,149,097 1,267,400 競技力向上費 2,100,000 1,300,986 △799,014
149,776 349,776 200,000 関東ﾌﾞﾛｯｸ大会参加費 914,900 1,242,760 327,860

△61,360 638,640 700,000 国体参加費 850,000 1,334,517 484,517
△711,976 2,288,024 3,000,000 ジュニア強化費 3,000,000 2,357,555 △642,445
△654,900 115,100 770,000 ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ候補選手支援 800,000 127,087 △672,913

△5,000 145,000 150,000 指導者育成・スポーツ専門人材活用事業費 150,000 153,730 3,730
122,623 122,623 予備費（前期繰越） 50,000 330 △49,670

1,700,000 1,700,000 本会計繰入
本会計へ清算 83,408 83,408

13 13 利息
△1,288,177 6,766,723 8,054,900 国体計 8,054,900 6,766,723 △1,288,177

20
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議案第３号 2023 年度東京都アーチェリー協会事業計画(案)

 過去の事故例等を教訓として、競技会のみならず、各区市協会(連盟)・所属高校

の練習会場での事故撲滅に向けて、周知徹底活動等に更に尽力する。 総

 都ア協所在地を確定・固定化し、事務局負担を軽減する。 総

 引き続き、専門委員の積極的な人選と選任(各部会が主体で人選)を図り、協会運

営に参画できる人材を育成する。 総

 都ア協ホームページをより良いものとするよう各部会と協力して進める。 総・競

 個人情報の取扱いを全競技要項等に追記する。 総

 公認競技会への役員配置、及び夢の島公園射場での競技会運営への審議会答申を

受けて、具体案の策定を行う。 総・審・競

 新たなインドア会場(BumB 東京スポーツ文化館)の設営方法を検討する。 審・競

 ジュニア大会、ジュニア合同練習会の２事業を実施。 普

 JSPO 公認アーチェリー指導員資格取得のための養成講習会の開催。 普

 都のトップアスリート発掘・育成事業を受託、アスリートとしてトップを目指す

中学生の発掘、選手強化の底上げを図る。 普・強

 公認競技会会場の確保と日程調整。 競

 会場地評価を実施し、よりふさわしい会場地の選定に向け、研究協議する。 競

 射場規模・立地等に準じた競技会種別の特化の試行 競

 鹿児島国体への全種別での出場・ベスト８入賞を目標に選手強化を図る。 強

 夢の島公園射場での強化練習の積極活用 強

 指導者・小中学生向けの講習会を実施し、指導方針の擦り合わせ、選手としての

知識の向上等を図る。 強

方 針
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・部会別計画

部 会 実 施 計 画

総務部会

(別紙８)

 定例総会、理事会・常務理事会の開催

 各種関係会議等への出席

 全ア連登録事務、スターバッジ申請の受付

 全ア連、都体協、東京都関係書類の配信

 役員、理事、専門委員への傷害・賠償保険への加入と関係手続

 大会参加者への傷害保険の加入と関係手続

 都ア協ＨＰの運用と活用

 都ア協所在地の確定・固定化の実施

 個人情報の取扱いを全競技要項に追記する。

 審議会答申を受けての競技会役員、夢の島射場の具体案の調製

審判部会

(別紙９)

 審判講習会(新規２・３級、フォローアップ講習ほか)

 派遣事業(全国講習、関東学連、関東ア連ほか)

 直轄大会での審判業務

 得点集計システム i@nseo の運用

普及・育成部会

（別紙 10）

 強化部会と共管し、東京都トップアスリート発掘・育成事業の受託

 JSPO 公認アーチェリー指導員資格取得のための講習会の実施

 普及育成活動として、ジュニア大会、ジュニア合同練習会の実施

競技部会

（別紙 11）

 公認競技会場の確保と各射場の利用回数の調整

 新しい新型コロナウィルス感染対策による円滑な大会運営

 夢の島公園に於ける都民大会の実施

 射場規模・立地等に準じた競技会種別の特化の試行と評価

 都室内、インドアオープン大会開催地の固定化

強化部会

（別紙 12）

 国体候補選手強化事業は 11 回実施（うち合宿２回、遠征試合１回）

 ジュニア特別強化事業は 15 回実施（うち合宿４回、遠征試合１回）

 オリンピック等日本代表候補選手強化事業は遠征３回実施

 指導者育成・スポーツ専門人材活用事業は遠征１回実施

 帯同トレーナーによる選手へのパフォーマンス向上と指導法の習得

 鹿児島国体への全種別出場と入賞を目標とする。

 普及育成部会と共管し、トップアスリート発掘育成事業が選手強化につな

がるよう計画する。

以上
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【別紙８】

◎総務部会

１ 所在地の確定・固定化

これまで事務局長宅を所在地としてきたが、バーチャルオフィスとの契約方式にて住

所を確定・固定化することで、事務局負担を軽減します。

（1）新所在地 渋谷区道玄坂一丁目 10 番８号 渋谷道玄坂東急ビル 2F－C

（2）移 転 日 2023 年６月１日以降

（3）契約会社 ＧМОオフィスサポート株式会社

２ 競技会時の個人情報の取扱いに関して

競技会会場内の選手・役員・応援(監督)者が競技会場等から発信するＳＮＳ等に関し

て、意図・希望しない個人情報の漏洩が発生することのないよう、注意喚起を行います。

３ 今後の競技会のあり方に関する研究協議の実施

2022 年度のあり方審議会の答申を受け、理事会・常務理事会において具体案に関して

研究協議を実施し、2024 年度競技会予定に反映できるよう努力します。

以上
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【別紙９】

◎審判部会

１ 講習会

（1）新規２級審判員講習会

日時：2024 年２月～３月

(2) 新規３級審判員講習会

日時：2024 年２月～３月

(3) 審判員フォローアップ講習会

日時：第 1 回 ５月４日 夢の島公園

第２回 ６月 18 日 光が丘公園

第３回 10 月１日 小金井公園 で開催予定

２ 派遣事業

(1) 全国指導者・審判ルール研修会

11 月 25～26 日 佐賀県(予定） 同研修会に審判部会員を１～２名程度派遣する。

(2) 関東学連公認競技会

関東地区審判長からの依頼に応じ、１級審判員の派遣を行う。

(3) 関東ア連主催競技会

関東地区審判長からの依頼に応じ、審判員の派遣を行う。

(4) 夢の島開催全ア連主催競技会

全ア連からの依頼に応じ、審判員の派遣を行う。

３ 直轄競技会審判業務対応

(1) 第 76 回都民体育大会(５月 28 日 夢の島公園）

(2) 2023 年度東京都フィールド選手権大会(８月 20 日 花のやま FA）

(3) 2023 年度東京都ターゲット選手権大会(８月 27 日 夢の島公園）

(4) 2023 年度東京都室内選手権大会(12 月 16～17 日 奥戸総合スポーツセンター)

(5) 東京インドアオープン 2024(２月３日～４日 BumB 東京スポーツ文化館）

４ 傘下団体競技会の運営協力

(1) シブヤクラシック(７月８～９日 夢の島公園）

５ 得点集計システム i@nseo(イアンセオ)の運用

(1) 都ア協直轄競技会

(2) ブロック主管競技会

(3) 機材貸出し、及びスタッフ派遣
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【別紙 10】

◎普及・育成部会

１ ジュニア大会の複数回実施

７月 16 日 於:夢の島公園

10 月１日 於:夢の島公園

２ ジュニア合同練習会の実施

小学生、中学生、高校生を対象とした合同練習会を実施し、ジュニア選手の競技力向

上を図る。

３ 東京都トップアスリート発掘・育成事業(東京都、(公財)東京都体育協会の助成事業)

普及育成・強化部会の共管事業とし、発掘・育成した選手が強化策に結び付くような

切れ目のない事業展開とする。

(1) 第 14 期生専門プログラム

アーチェリー競技を選択した男子１名、女子３名、計４名に対し、５月～12 月の間

に計 20 回の合同練習会(合宿含む)を実施する。

ジュニア大会、及び年末のインドア競技大会への出場を目指す。

(2) 第 15 期生体験プログラム

９月 18 日、10 月 29 日の計２回。江戸川区総合体育館にて競技体験会を実施する。

その際の評価をもとに第 15 期生の最終選考が行われる。

４ JSPO 公認アーチェリー指導員養成講習会の実施

公認指導員(コーチ１)養成講習会を独自開催し、指導者の育成を図る。



東京都アーチェリー協会　2023年度　競技予定案 5/10　（大会名称を変更しています）
※ 大会要項は、webサイトに掲載します。　※申込開始日は、締切日の１か月前。

※ ターゲット大会は当分の間3立で行わない。定員超過の場合は都ア協登録者を優先し抽選とします。 2023年5月10日

公認 開催日 担当 集合
時間

ラウンド 大会名 会　場 申込開始日 申込締切日 参加申込先

★ 4月2日(日) 都 9:00 Ｆ 2023第１回フィールド大会 花のやま Web掲載 Web掲載 Web掲載

★ 4月2日（日） 西 8:30
 70ｍ・ラウンド
 B・C50ｍラウンド

Ｃ 2023春季小金井大会 小金井 要項掲載 3月19日 西ブロック

★ 4月16日（日） 北 8:30
 70ｍ・ラウンド
 B・C50ｍラウンド

2023春季光が丘大会 光が丘 要項掲載 4月2日 北ブロック

★ 4月23日（日） 東 8:30
★50ｍ・３０ｍラウンド
 　30m×2

2023第１回駒沢５０・３０大会　（CP不可） 駒沢第一球技場 要項掲載 4月9日 東ブロック

★ 5月3日（祝水） 都 9:00 　Ｆ 2023第２回フィールド大会 花のやま Web掲載 Web掲載 Web掲載

★ 5月4日（祝木） 都 8:30
 70ｍ・60ｍラウンド
 B・C50ｍラウンド・TST

2023第１回夢の島ターゲット大会 夢の島 要項掲載 4月20日 要項掲載

★ 5月7日（日） 西 8:30
 70ｍラウンド
 B・C50ｍラウンド

Ｃ 2023小金井ターゲット大会 小金井 要項掲載 4月23日 西ブロック

★ 5月14日（日） 南 8:30
★50ｍ・３０ｍラウンド
 　30m×2

2023第２回駒沢５０・３０大会　（CP不可） 駒沢第一球技場 要項掲載 4月30日 南ブロック

★ 5月21日（日） 北 8:30
 70ｍ・ラウンド
 B・C50ｍラウンド

2023第１回光が丘ターゲット大会 光が丘 要項掲載 5月7日 北ブロック

5月28日（日） 都 8:30  オリンピック （30ｍ） 第76回都民体育大会　　 夢の島 要項掲載 要項掲載 要項掲載

★ 6月4日（日） 都・強 8:30 　70ｍラウンド 特別国民体育大会アーチェリー競技東京都選考会 夢の島 要項掲載 要項掲載 要項掲載

★ 6月11日（日） 南 8:30
★50ｍ・３０ｍラウンド
 　30m×2

2023第3回駒沢５０・３０大会　（CP不可） 駒沢第一球技場 要項掲載 5月28日 南ブロック

★ 6月18日（日） 北 8:30
 70ｍラウンド
 B・Ｃ50ｍラウンド

2023第２回光が丘ターゲット大会 光が丘 要項掲載 6月4日 北ブロック

★ 6月25日（日） 都 9:00 Ｆ 2023第３回フィールド大会 花のやま Web掲載 Web掲載 Web掲載

★ 7月2日（日） 都・強 8:30 　70ｍラウンド 2023第1回国体選手記録会　要熱中症対策 夢の島 要項掲載 要項掲載 要項掲載

★ 7月9日（日） 西 8:30
 70ｍラウンド
 B・C50ｍラウンド

Ｃ 2023夏季小金井大会      要熱中症対策 小金井 要項掲載 6月25日 西ブロック

★ 7月30日（日） 都 8:30
 70ｍラウンド
 B・Ｃ50ｍラウンド

2023年度関東地区大会予選会 
（都ア協より全ア連登録選手のみ）要熱中症対策

夢の島 要項掲載 要項掲載 要項掲載

★ 7月16日（日） 都・普 8:30
★50ｍ・30mラウンド
30ｍ×2/18ｍ×2

2023第１回東京都小・中学生大会　要熱中症対策 夢の島 要項掲載 要項掲載 要項掲載

★ 7月23日（日） 都 9:00 Ｆ 2023第４回フィールド大会　要熱中症対策 花のやま Web掲載 Web掲載 Web掲載

★ 8月20日（日） 都 9:00 　F世界選手権 2023年度東京都フィールドアーチェリー選手権大会　要熱中症対策 花のやま Web掲載 Web掲載 Web掲載

★ 8月27日（日） 都 8:30
70ｍラウンド/B・Ｃ50ｍラ
ウンド/オリンピック

2023年度東京都ターゲットアーチェリー選手権大会　要熱中症対策 夢の島 要項掲載 要項掲載 要項掲載

★ 9月3日（日） 西 8:30
 70ｍラウンド
 B・C50ｍラウンド

2023東京都年齢別大会　要熱中症対策 小金井 要項掲載 8月20日 西ブロック

★ 9月24日（日） 北 8:30
★50ｍ・３０ｍラウンド
 　30m×2

2023光が丘５０・３０大会　（CP不可）要熱中症対策 光が丘 要項掲載 9月10日 北ブロック

★ 10月1日（日） 都・普 8:30
★50ｍ・30mラウンド
30ｍ×2/18ｍ×2

2023第２回東京都小・中学生大会 夢の島 要項掲載 要項掲載 要項掲載

★ 10月8日（日） 都 8:30
 70ｍ・60ｍラウンド
 B・C50ｍラウンド・TST

2023秋季夢の島大会 夢の島 要項掲載 9月24日 要項掲載

★ 10月14日（土） 西 8:30
 70ｍラウンド
 B・C50ｍラウンド

Ｃ 2023秋季小金井大会 小金井 要項掲載 9月30日 西ブロック

★ 10月15日(日) 都 9:00 F 2023第５回フィールド大会 花のやま Web掲載 Web掲載 Web掲載

★ 10月22日（日） 北 8:30 　900ラウンド 2023東京都マスターズ大会　  光が丘 要項掲載 要項掲載 北ブロック

★ 11月5日（日） 西 8:30 900ラウンド 2023東京都900ラウンド大会　（フライト制） 小金井 要項掲載 10月22日 西ブロック

★ 11月12日（日） 都 9:00 F 2023第６回フィールド大会 花のやま Web掲載 Web掲載 Web掲載

★ 12月3日（日） 都・強 8:30
 70ｍラウンド
 B・C50ｍラウンド

2023第1回東京都強化夢の島大会 夢の島 要項掲載 要項掲載 要項掲載

★ 12月10日（日） 都・強 8:30
 70ｍラウンド
 B・C50ｍラウンド

2023第2回東京都強化夢の島大会 夢の島 要項掲載 要項掲載 要項掲載

★ 12月16日17日 都 9:00 　18mラウンド 2023年度東京都室内アーチェリー選手権大会  奥戸総合体育館 要項掲載 要項掲載 要項掲載

★ 12月24日（日） 都・強 8:30
 70ｍラウンド
 B・C50ｍラウンド

2023第3回東京都強化夢の島大会 夢の島 要項掲載 要項掲載 要項掲載

★ 1月13日（土） 都 9:00 　18mラウンド 2023東京都町田インドア大会 町田市立総合体育館 要項掲載 要項掲載 要項掲載

★ 1月21日（日） 都 9:00 　F 2023第７回フィールド大会 花のやま Web掲載 Web掲載 Web掲載

★ 2月3日.4日 都 9:00 　18mラウンド 東京インドアオープン２０２４
夢の島

BumBメインアリーナ
要項掲載 要項掲載 要項掲載

★ 3月3日（日） 都 9:00 　F 2023第８回フィールド大会 花のやま Web掲載 Web掲載 Web掲載

★ 3月17日（日） 北 8:30
 70ｍ・ラウンド
 B・C50ｍラウンド

2023スプリングカップ光が丘大会 光が丘 要項掲載 3月3日 北ブロック

★ 3月24日（日） 都 8:30
 70ｍ・60ｍラウンド
 B・C50ｍラウンド・TST

2023スプリングカップ夢の島大会 夢の島 要項掲載 3月10日 要項掲載

★ 7月9日（日） / 8:30
 70ｍラウンド
 B・Ｃ50ｍラウンド

シブヤアーチェリークラシック2023 夢の島 要項掲載 要項掲載 要項掲載

★ 11月25日,26日 / 9:00 　18mラウンド 第14回江戸川インドアオープン 江戸川区総合体育館 要項掲載 要項掲載 要項掲載

★ 1月28日（日） / 9:00 　18mラウンド 2023年度青梅市インドアオープン大会 青梅市体育館 要項掲載 要項掲載 要項掲載

★ 3月10日（日） / 8:30 第43回毛利杯 小金井 要項掲載 要項掲載 要項掲載

　注）１　　※ 50+の60ｍラウンドとTST記録会は、夢の島会場のみ開催する。 　※光が丘では、小中学生の60ｍラウンドは行わない。
　注） 70ｍラウンド、60ｍラウンド、50ｍラウンドの参加資格は、都ア協より全ア連登録者、関東学生ア連登録者及び国民体育大会東京都出場有資格者(夢の島のみ）。

申込担当者は、参加資格を確認をすること。
　注） 7月から9月までを夏季期間とする。
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(単位　円)

対　比 前年度決算 予算 予算 前年度決算 対　比
450,000 450,000 分担金 150,000 150,000

149,300 5,550,700 5,700,000 登録料 4,000,000 3,904,400 95,600
賛助会費 130,000 130,000

寄付金
補助金 250,000 250,000

149,300 6,000,700 6,150,000 計 4,530,000 4,434,400 95,600
事業費

411,500 6,588,500 7,000,000 記録会等参加費 1,600,000 1,522,000 78,000
的代 250,000 536,176 △286,176

会場費 1,000,000 1,597,631 △597,631
畳代

役員手当 2,200,000 2,295,200 △95,200
△5,000 5,000 賞品代 100,000 195,904 △95,904
△6,660 6,660 保険料 300,000 266,760 33,240

備品費 3,800,000 461,403 3,338,597
△558,538 638,538 80,000 その他雑費 500,000 1,155,787 △655,787

500 51,500 52,000 公認料 300,000 287,688 12,312
225,000 225,000 都民大会 600,000 580,398 19,602

△158,198 7,515,198 7,357,000 記録会等計 10,650,000 8,898,947 1,751,053
203,000 897,000 1,100,000 都室内選手権 900,000 863,860 36,140
110,000 740,000 850,000 町田インドア 500,000 448,186 51,814
238,600 1,061,400 1,300,000 東京インドアオープン 1,000,000 904,258 95,742
551,600 2,698,400 3,250,000 インドア計 2,400,000 2,216,304 183,696
338,000 1,162,000 1,500,000 フィールド 1,000,000 981,900 18,100
20,000 80,000 100,000 関東フィールド 100,000 80,000 20,000
358,000 1,242,000 1,600,000 フィールド計 1,100,000 1,061,900 38,100

△2,345,476 2,395,476 50,000 関東ターゲット大会 82,000 2,083,043 △2,001,043
ジュニア育成地域推進

△889,764 2,619,284 1,729,520 トップアスリート発掘育成 1,729,520 2,623,084 △893,564
450,000 450,000 スポーツ指導員養成講座 450,000 450,000

視察費用 100,000 100,000
40,000 40,000 研修会参加費 70,000 70,000
152,000 48,000 200,000 祝勝会 300,000 268,714 31,286

△1,841,838 16,518,358 14,676,520 当期事業費計 16,881,520 17,151,992 △270,472
一般運営費

旅費交通費 300,000 331,092 △31,092
消耗品費 100,000 130,185 △30,185

通信費 60,000 65,290 △5,290
印刷費 70,000 70,945 △945
交際費 40,000 41,305 △1,305
慶弔費 30,000 4,125 25,875
会議費 60,000 81,786 △21,786
ＨＰ費用 150,000 114,400 35,600

△8,000 8,000 雑費 50,000 85,560 △35,560
△181,500 231,500 50,000 雑収入・雑支出 150,000 345,860 △195,860

△87 87 利息
33,200 316,800 350,000 公認審判員申請等 350,000 366,300 △16,300

事務費 10,000 11,160 △1,160
予備費 50,000 50,000

△650 5,650 5,000 バッジ申請手数料
△157,037 562,037 405,000 一般運営費計 1,420,000 1,648,008 △228,008

特別会計へ繰入 1,700,000 1,700,000
△83,408 83,408 特別会計からの精算

△1,932,983 23,164,503 21,231,520 当期合計 24,531,520 24,934,400 △402,880
△1,769,897 8,819,458 7,049,561 前期繰越額

次期繰越額 3,749,561 7,049,561 △3,300,000
△3,702,880 31,983,961 28,281,081 合計 28,281,081 31,983,961 △3,702,880

収入の部 項目 支出の部
対比 前年度決算 予算 予算 前年度決算 対比
△138,450 258,450 120,000 予選会 200,000 166,350 33,650

803,153 1,149,097 1,952,250 競技力向上費 2,300,000 1,300,986 999,014
△49,776 349,776 300,000 関東ﾌﾞﾛｯｸ大会参加費 1,300,000 1,242,760 57,240
861,360 638,640 1,500,000 国体参加費 2,200,000 1,334,517 865,483
711,976 2,288,024 3,000,000 ジュニア強化費 3,000,000 2,357,555 642,445
724,900 115,100 840,000 ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ候補選手支援 300,000 127,087 172,913

5,000 145,000 150,000 指導者育成・スポーツ専門人材活用事業費 150,000 153,730 △3,730
△122,623 122,623 予備費（前期繰越） 112,250 330 111,920

1,700,000 1,700,000 本会計より繰入
本会計へ精算 83,408 △83,408

△13 13 利息
2,795,527 6,766,723 9,562,250 国体計 9,562,250 6,766,723 2,795,527

特別会計(国体強化)

2023年度予算書
自2023年4月1日　　至2024年3月31日

東京都アーチェリー協会

項目
収入の部 支出の部
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議案第５号 2023 ・ 2024 年度東京都アーチェリー協会役員の選任について

東京都アーチェリー協会規約第９条第１項の規定に基づき、次の候補者を次期役員として推

挙します。

2023 年５月 24日

役員選考委員長 松村 晃志

役 職 名 氏 名

会 長 松 本 洋 平 留任

副会長 保 坂 真 宏 留任

副会長 昼 間 一 雄 留任

副会長 近 藤 均 留任

会 計 成 田 英 司 留任

監 事 岡 安 俊 典 留任

監 事 坂 田 泉 新任

koji
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公認競技会のあり方審議会

報告第１号 公認競技会への役員配置、及び夢の島射場の運営に関して(答申)

≪公認競技会のあり方審議会 答申文≫

東京オリンピック・パラリンピック終了後、射場増加、射場環境の変化、集計に関する技術革新への

対応が求められてきています。従来基準の運用方法の見直しも求められています。

2022年9月に都ア協理事長の諮問機関として「公認競技会のあり方審議会」が設置され各項目の研

究協議を行い都ア協理事会へ答申をおこなう。

【委員構成】：１１人

(1) 協会理事：3 人

(2) 各ブロック及び高体連からの推薦者：5 人

(3) 公募の委員：２人

(4) 学識経験者：１人

【審議会日程】：２０２２年９月７日から２０２３年４月５日までの 6 回を予定

（基本は都ア協の常務理事会及び理事会の終了後開催）

【委 員 長】：小野寺 長久

【副 委 員 長】：茂木 友博

【議事録作成】：事務局 成田 英司

礒 敏雄
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公認競技会のあり方審議会

【諮問項目概略】

１．ブロック制の見直し

２．都ア協理事などの役割

３．競技委員長の育成について

４．射場管理者の育成と必要性について

５．総務担当者（委員長）の配置について

６．記録整理、記録員の配置について

７．1 試合の必要役員数【例示】について

８．新設・夢の島アーチェリー場の主管について

９．まとめ

【答申】

１．ブロック制の見直し

・各委員へアンケートを実施し各ブロックの現状、問題点の確認を行った。

⇒ブロック制の見直しに関しては従来通りブロック制を継続し運用していく。

１）役員の募集について

各ブロックからの回答では出役役員は固定化され個人の負担が大きい。

DOS、審判長は輪番制をとっているブロックもあるが、なれの面からは

半固定化が望まれる。

２）記録の管理について

集計担当者がすべて保管、管理している。 ianseo が軌道に乗れば一元化。

３）会場について

会場設置は役員と選手が協力して実施している。

２．都ア協理事などの役割

⇒競技会には主催責任者として都ア協理事の出席は不可欠。理事の輪番制を行うべき。

３．競技委員長の育成について

⇒審判資格の取得の声掛けを継続する。とくに 2 級の資格該当者に積極的に行う。

2 級の資格該当者の人数の把握は必要。

４．射場管理者の育成と必要性について

⇒複数人でメイン、サブを定め、引継ぎを視野に置いた組織の作成が必要。

予め任期を定める。目安として 2～3 年。

謝金制度の確立が必要。業務内容を明確にし、記録を残す。
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公認競技会のあり方審議会

５．総務担当者（委員長）の配置について

⇒複数人でメイン、サブを定め、引継ぎを視野に置いた組織の作成が必要。

エントリー受付は ianseo の運用を視野に入れ個人で申し込む方向で検討する。

６．記録整理、記録員の配置について

⇒ianseo は都ア協直轄なっている。アンテナ、ケーブルは各射場に配置済。

端末は現在個人管理になっていて受け渡しが問題点になっている。

記録担当者は学連などの若いメンバーの協力でスムーズな運用となっている。

今後 ianseo に関して都ア協直轄で進める。ブロック毎では難しい。

記録部会（仮称）を設置し端末の管理、運搬、記録の管理を行うべきである。

端末がない場合でも競技会ができるようにスコアカードは常時保管準備しておく。

端末は現在 2 試合分有る。また個人のスマホでも使用可能ですが、個人情報、衛生面で

使用は好ましくない。

７．1 試合の必要役員数【例示】について

⇒70m ・ 50m ラウンド（72 射、参加者 100 人程度）の標準役員数は

(1) 競技規則上の配置

①競技委員長、②ＤＯＳ、③審判長、④審判員(３人以上)＊、最小人数として６人

※ 公認試合のため、都ア協理事を含むことが適当。

*夢の島の場合：審判員は 8 名以上とする

(2) 運営上の必要配置

①計時員(DOS 兼務可)、②総務委員(兼務を避けて配置する)２人、③記録集計係

(２人以上) （１）と（２）合計 11 人以上

８．新設・夢の島アーチェリー場の主管について

⇒2024 年度は駒沢での試合がないため、100 名程度の大会は、東、南ブロックでの

主管として、東南共同での開催は行わない。2023 年度は都ア協直轄とする。

夢の島の運営は「都ア協」「全ア連」「高体連」などの使用する団体の連携が必要です。

また夢の島の場合他の射場と違いオープンスペースとなっており、そのための警備は

交代制で 2 名は必要です。

９．まとめ

答申後、学連、高体連に関しても都ア協と同様の人員配置で実施されることを確認した。

答申案を 3 月中にまとめ、審議会の承認を得て答申文を作成する。

5 月 10 日の理事会へ答申文を提出する。
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